	大阪府私立学校審議会　令和７年度３月定例会議事録（概要版）


１　と　き　　令和８年３月27日（金）
開会：午前10時00分～閉会：正午
２　ところ　　エル・おおさか（大阪府立労働センター）本館６階　606会議室
３　出欠状況

	出席委員
（　14人）
	開沼太郎委員（会長）、岩井一委員、岡部圭二委員、奥野宏委員、
小美野達之委員、鍛治田千文委員、重山香苗委員、白江眞由美委員、
大長庸祐委員、田中佐知子委員、冨永桂多委員、藤井静児委員、
舩越啓仁委員、山下浩昭委員
（順不同）

	欠席委員
（　４人）
	平岡宏一委員（副会長）、浅田昇平委員、市田守男委員、
松浦真理委員

（順不同）


４　議　事
	議案
	内容
	審議結果の概要
	委員からの主な意見等

	第１号議案
	相愛中学校の収容定員に係る学則変更の件
	収容定員を減少させるための学則変更。
認可適当と答申。
	議事概要のとおり

	第２号議案
	相愛高等学校の収容定員に係る学則変更の件
	収容定員を減少させるための学則変更。

認可適当と答申。
	

	第３号議案
	初芝富田林高等学校の学科設置等の件
	普通科を廃止し、文理学科を設置するとともに、収容定員を変更。

認可適当と答申。
	

	第４号議案
	小松幼稚園の収容定員に係る園則変更の件
	収容定員を減少させるための園則変更。

認可適当と答申。
	

	第５号議案
	大和幼稚園の収容定員に係る園則変更の件
	幼稚園型認定こども園の認定を受けて「３号認定子ども」の受入れを行うための園則変更。
認可適当と答申。
	

	第６号議案
	こうづしま幼稚園の収容定員に係る園則変更の件
	幼稚園型認定こども園の認定を受けて「３号認定子ども」の受入れを行うための園則変更。
認可適当と答申。
	

	第７号議案
	堺北幼稚園の廃止の件
	新たに幼保連携型認定こども園の認可を受けることに伴う幼稚園認可の廃止。
認可適当と答申。
	

	第８号議案
	長尾幼稚園の廃止の件
	新たに幼保連携型認定こども園の認可を受けることに伴う幼稚園認可の廃止。
認可適当と答申。
	議事概要のとおり

	第９号議案
	しろがね幼稚園の廃止の件
	新たに幼保連携型認定こども園の認可を受けることに伴う幼稚園認可の廃止。
認可適当と答申。
	

	第10号議案
	太秦幼稚園の廃止の件
	新たに幼保連携型認定こども園の認可を受けることに伴う幼稚園認可の廃止。
認可適当と答申。
	

	第11号議案
	進修第二幼稚園の廃止の件
	新たに幼保連携型認定こども園の認可を受けることに伴う幼稚園認可の廃止。
認可適当と答申。
	

	第12号議案
	長池昭和幼稚園の廃止の件
	在籍園児が全員卒園するため、幼稚園を廃止。
認可適当と答申。
	

	第13号議案
	旭学園幼稚園の廃止の件
	休園していた幼稚園の廃止。
認可適当と答申。
	

	第14号議案
	教円幼稚園の廃止及び学校法人教円学園の解散の件
	在籍園児が全員卒園するため、幼稚園を廃止し、学校法人を解散。
認可適当と答申。
	

	第15号議案
	近畿大学附属看護専門学校の目的変更の件
	学科の廃止に伴い、学則の目的から関連する文言を削除。
認可適当と答申。
	

	第16号議案
	専門学校　ベルランド看護助産大学校の目的変更の件
	学科の廃止に伴い、学則の目的から関連する文言を削除。
認可適当と答申。
	

	第17号議案
	錦秀会看護専門学校の高等課程の廃止及び目的変更の件
	高等課程を廃止するとともに、学則の目的から関連する文言を削除。
認可適当と答申。
	

	第18号議案
	英風女子高等専修学校の廃止の件
	在籍生徒が全員卒業するため、専修学校を廃止。
認可適当と答申。
	

	第19号議案
	東洋きもの専門学校の廃止の件
	在籍生徒が全員卒業するため、専修学校を廃止。
認可適当と答申。
	

	第20号議案
	東大阪准看護学院の廃止及び学校法人藤井会の解散の件
	在籍生徒が全員卒業するため、各種学校を廃止し、学校法人を解散。
認可適当と答申。
	


	議 事 概 要【各議案についての主な意見等】
　○第１号議案　から　第２号議案
　　・教職員配置の運用についての質問に対して、
生徒数に対する必要な教職員数の配置を検査等で確認している旨を説明し、委員了承。
○第３号議案
・生徒数確保の見込みについての質問に対して、
学校法人から聞き取った内容を説明し、委員了承。
　○第４号議案
　　・本認可申請の後に、文部科学省から幼稚園設置基準改正に伴う１学級当たりの園児数の変更
に係る通知が発出されているので、当該法人にも改めて周知をお願いする旨の意見あり。
当該通知は各園に周知済みであるが、改めて留意する旨を説明。
〇第５号議案　から　第12号議案
　・特になし。
○第13号議案
・全国的に休園する園が増加している状況で、休園状態から再開、廃園までの期間に関する
基準等の設定についての質問に対して、
府として基準等はないが、再開の目途がなければ廃止の検討をするよう指導している旨を
説明し、委員了承。
○第14号議案　から　第18号議案

　　・特になし。
○第19号議案
・学校廃止後における校舎等の資産の用途についての質問に対して、
　現在資産の活用方法を検討している旨を説明し、委員了承。
○第20号議案
・特になし。
　　　

以上
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